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001 健康づくりの支援

Ⅰ 人と人とが支え合い幸せを感じるまち（健康・福祉）

01 健康づくりの推進
福祉保健部 健康推進課

生活習慣病の予防、歯と口の健康づくりなど健康に関する正しい知識の普及が図られ、ライフステージに沿った適切な教育や支援
を行うことにより、「自らの健康は自らがつくり守る」という認識が高まっています。また、心身に障害や健康上の課題を抱えて
いても生活の質が高く、いきいきと暮らしています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

８０２０（ハチマルニイマル）運動は、成人の口腔の健康状態をはかる指標として東京都が示す指標であり、増加を目標としているが、横ばいで推
移している。

78,568,000 103,266,000 78,479,000 63,391,000 89,299,000 60,340,000

0 0 0 0 0 110,000

2,822,000 19,358,000 2,086,000 3,951,000 2,974,000 3,066,000

0 0 0 0 0 0

5,222,000 4,438,000 4,874,000 5,761,000 5,345,000 7,238,000

70,524,000 79,470,000 71,519,000 53,679,000 80,980,000 49,926,000

78,568,000 104,061,000 83,414,000 59,391,000 89,299,000 0

71,886,278 99,910,822 71,999,129 55,321,433 82,465,802 0

0 0 0 0 0 0

2,316,000 2,142,000 2,041,000 2,657,000 1,413,000 0

0 0 0 0 0 0

4,291,634 3,892,535 4,316,052 5,256,764 5,147,027 0

65,278,644 93,876,287 65,642,077 47,407,669 75,905,775 0

91.5 96.0 86.3 93.1 92.3 0.0

8.10 9.51 12.10 11.46 11.46 0.00

64,716,580 72,433,561 94,274,040 89,304,558 88,033,850 0

0.95 2.00 1.40 0.50 0.50 0.00

3,076,173 6,701,446 4,577,276 1,608,829 1,560,200 0

977,343 1,376,208 1,602,138 1,663,733 1,386,732 0

140,656,374 180,422,037 172,452,584 147,898,553 173,446,584 0

①８０歳で２０本以上の自分の歯
を有する人の割合

63.6

％

65.9 64.5 62.9 63

87.9 86.0 83.9 84.0

75

②健診受診後の保健指導の応募率

26.9

％

16.85 15.15 20.95 19.6

56.2 50.5 69.8 65.3

30
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８０２０（ハチマルニイマル）運動は、成人の口腔の健康状態をはかる指標として東京都が示す指標であり、増加を目標としているが、横ばいで推
移している。

健康手帳を作成して検診受診時などに市民に交付。健康教育事業として、一般健康講座など実施。健康相談事業として、保健師等が相談を受ける保
健相談室を実施。野菜の効率的な摂取や食育推進のための栄養改善事業を実施。健康増進事業として、健康増進室の利用者数延べ12,459人。自殺対
策事業として、ゲートキーパー研修や心の健康に関する講演会を実施。
第2次健康ふちゅう２１の推進のため、協議会の開催及び各種元気いっぱいサポート事業を実施した。
元気いっぱいサポーター登録者数を増やすことはもとより、養成講座の参加者が自主的に健康づくりに取り組めるような働きかけを始めた。自殺対
策事業については、庁内の連携体制が整ってきており、自殺対策計画策定にも取りかかっている。
保健センターは、市民の健康の保持及び増進を図ることを目的に昭和52年に開設された。以来、健康づくり、健康診査及び相談・指導業務等を実施
し、市民の健康の保持及び増進に寄与してきた。また、公共施設マネジメント推進計画（府中駅周辺公共施設の再編方針）策定を受け、健康増進室
の有効活用に向けての運用見直し（運動機器の一部撤去）を進めた。

第2次健康ふちゅう２１及び第2次食育推進計画に基づき、市民の健康づくりの推進を、効果的かつライフステージに応じた内容で実施し、その取組
が市民に広く浸透する取組を充実させることが必要である。自殺対策の充実に伴い、こころの健康や自殺防止に関するより個別的で多様な相談支援
のニーズも高まっている。
保健センター管理運営は、施設の老朽化に伴い、今後も修繕・工事が必要である。

元気いっぱいサポート事業の実施により、地域ぐるみで健康づくりを進めていく施策を検討し、市民との協働によって推進する。健康づくりに関す
る情報提供は、効率よく確実に提供できるように取組を工夫する。自殺対策は、関係機関との連携により、地域の実情にあった普及啓発と相談支援
を行っていく。
保健センター管理運営は、市民が安心して相談・健診等が受けられるよう適切な施設管理を行っていく。また、健康増進室は、運用見直し（運動機
器の一部撤去）によって確保したスペースを有効に活用し、体験型の健康教育事業の定員を拡大する他、母子保健事業を実施するなど、各種保健事
業の充実を図る場として活用する。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

平成27年に第2次健康ふち
ゅう21を策定し、まちぐる
み、地域ぐるみで取り組む
「元気いっぱいサポート事
業」を通じて各種の健康づ
くり支援を推進している。

第2次健康ふちゅう21に基
づき、元気いっぱいサポー
ターと協働して事業を実施
した。

ソーシャルキャピタルの醸
成が健康づくりに大いに資
することについて、サポー
ター養成講座で伝えるなど
、サポーターと協働して地
域づくり健康づくりに取り
組めている。

ソーシャルキャピタルの醸
成が健康づくりに大いに資
することについて、サポー
ター養成講座で伝え、ウォ
ーキングのイベント等を協
働して実施するなど、地域
づくり健康づくりに取り組
めた。

広く市民に対して健康づく
りに関する教育・啓発を推
進しているが、働き盛りの
年代に対してはなかなか進
められていない。

健康づくりに関する各種事
業について、広く市民全体
に周知する努力はしている
が、十分に浸透していると
は言い難い部分がある。

ライフステージごとに情報
取得の手段が異なることを
鑑みると、健康づくりの取
組に係る周知方法について
十分といえない状況がある
。

元気いっぱいサポーターを
養成しソーシャルキャピタ
ルの醸成に努めているが、
市民全体にその取組を十分
に広げられていない。
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【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

健康管理支援事業

福祉保健部 健康推進課

重点プロジェクト

82,284

健康手帳交付、健康教育事
業、健康相談、健康増進事
業、栄養改善事業、健康応
援事業

健康手帳交付、健康教育事
業、健康相談、健康増進事
業、栄養改善事業、健康応
援事業

健康手帳交付、健康教育事
業、健康相談、健康増進事
業、栄養改善事業、健康応
援事業

健康手帳交付、健康教育事
業、健康相談、健康増進事
業、栄養改善事業、健康応
援事業

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

各事業とも、市民への周知
に力を入れて、社会情勢の
変化を取り入れながら工夫
して実施することで、各種
保健事業への認識が浸透し
てきていると評価している
。

各事業とも、市民への周知
に力を入れて、社会情勢の
変化を取り入れながら工夫
して実施することで、各種
保健事業への認識が浸透し
てきていると評価している
。

各事業とも、市民への周知
に力を入れて、社会情勢の
変化を取り入れながら工夫
して実施することで、各種
保健事業への認識が浸透し
てきていると評価している
。

各事業とも、市民への周知
に力を入れて、社会情勢の
変化を取り入れながら工夫
して実施することで、各種
保健事業への認識が浸透し
てきていると評価している
。
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 保健センター管理運営事業 30 66,491,000 63,824,711 37,089,000 府中市保健センターの管理・運営 B 1 A B

2 健康管理支援事業 30 21,983,000 18,061,477 22,409,000
健康意識を高めるための環境整備
や啓発活動を行い、生涯に渡る健
康の維持・増進を図る。

B 1 A B

3 自殺対策事業 30 483,000 386,244 564,000
自殺の実態把握、分析を行い、特
性を踏まえた普及啓発や支援体制
の整備などの自殺対策に取り組む

B 1 A A

4 保健計画評価・推進事業 30 342,000 193,370 278,000
市民の生涯を通じた健康づくりを
実現するために策定した保健計画
を推進し、評価を行う。

B 1 A B

5 食育推進計画評価・推進事業 30 0 0 0
市民が食に関する意識を高め、健
全な生活を送ることを目標に食育
推進計画を策定し評価・推進する

B 1 A C

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 89,299,000 82,465,802 60,340,000
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002 母子保健の充実

Ⅰ 人と人とが支え合い幸せを感じるまち（健康・福祉）

01 健康づくりの推進
福祉保健部 健康推進課

母子の保健指導や健康診査を通じて、母子ともに健康が保持増進されるとともに、育児にいきいきと取り組み、乳幼児が心身とも
に健やかに育っています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

事業の周知は、対象者への個別通知のほか、広報やホームページへの掲載、予防接種モバイルサービス、乳幼児健診の際の事業案内など、幅広く実
施している他、予防接種の通知時には予防接種の啓発冊子等も送付している。
これらの成果として、乳幼児健康診査の受診率及び予防接種接種率は高水準で推移しているものと捉えている。

601,594,000 872,463,000 1,011,442,000 995,604,000 1,018,123,000 1,013,223,000

14,215,000 7,107,000 9,644,000 11,103,000 11,148,000 11,417,000

80,105,000 42,042,000 40,805,000 40,450,000 41,140,000 41,682,000

0 0 0 0 0 0

522,000 644,000 2,822,000 2,764,000 3,514,000 4,313,000

506,752,000 822,670,000 958,171,000 941,287,000 962,321,000 955,811,000

867,460,000 1,007,282,000 986,342,000 1,045,902,000 1,008,923,000 0

836,036,372 923,776,137 936,371,553 977,062,361 956,648,789 0

3,921,283 5,679,000 5,853,000 6,700,000 6,576,000 0

36,721,391 37,723,500 37,873,000 38,960,500 39,063,500 0

0 0 0 0 0 0

1,192,274 2,386,424 3,504,741 4,092,421 3,226,442 0

794,201,424 877,987,213 889,140,812 927,309,440 907,782,847 0

96.4 91.7 94.9 93.4 94.8 0.0

17.17 16.76 14.30 17.39 15.88 0.00

137,209,518 127,581,841 111,414,775 135,523,584 122,011,827 0

3.00 2.00 1.40 3.00 3.00 0.00

9,714,231 6,701,446 4,577,276 9,652,971 9,361,200 0

2,178,648 2,242,002 1,863,235 2,836,574 2,189,458 0

985,138,769 1,060,301,426 1,054,226,839 1,125,075,490 1,090,211,274 0

①乳幼児健診の受診率

95.8

％

97.2 96.5 97.5 96.2

97.2 96.5 97.5 96.2

100

②定期予防接種の接種率

86.2

％

94.8 92.2 92.2 92.2

99.8 97.1 97.1 97.1

95
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事業の周知は、対象者への個別通知のほか、広報やホームページへの掲載、予防接種モバイルサービス、乳幼児健診の際の事業案内など、幅広く実
施している他、予防接種の通知時には予防接種の啓発冊子等も送付している。
これらの成果として、乳幼児健康診査の受診率及び予防接種接種率は高水準で推移しているものと捉えている。

　母子保健法、予防接種法に基づき年間計画にそって実施。乳幼児健診、予防接種は対象者へ個別通知等により周知を図り、高水準の受診率、接種
率を維持している。
【平成29年度実績】〇保育相談延べ4,428件〇妊婦健康診査延べ25,874件〇乳児健康診査2,113人（98.1%）〇1歳6か月児健康診査2,210人（受診率9
5.6%）〇3歳児健康診査2,293人（受診率94.8%）〇親と子の歯みがき教室11回244人〇幼児歯科健康診査95回3,719人〇離乳食教室59回延べ1,415人○
乳幼児定期予防接種：延べ接種者数54,563（接種率92.2%）人○養育医療49人
　パパママ学級、離乳食教室などの妊産婦育児教室事業は、参加者の状況や医療機関などでの類似事業の実施状況を踏まえ、仲間作りを重視した内
容を実施している。健診事業は疾病等の早期発見にとどまらず育児支援の場として捉え実施。平成28年度から妊婦健診の助成対象項目を追加（HIV
抗体検査、子宮がん検診）し経済的負担の軽減を図った。これらの取組によって、母子の健康管理及び安心して子育てができる環境の推進に寄与し
た。

　発達支援が必要な乳幼児と、養育支援を必要とする保護者の増加に対応するため、医療機関を含めた関係機関と連携し支援体制を充実させていく
ことが必要である。また、母子保健法の改正により、妊娠期からの切れ目のない支援体制の充実が一層求められており子育て支援課と連携し子育て
世代包括支援センター設置を行なう必要がある。乳幼児健診など集団を対象とした事業を適切に実施していくとともに、育児支援など個別の支援体
制の充実強化に継続的に取り組んでいくことが課題である。

　各事業は事業の評価を行いながら通年実施で継続する。予防接種は引き続き安全な管理と接種漏れ防止に取り組んでいく。
　発達支援と養育支援については、医療機関との連携方法について検討していく。
　平成30年度から子ども家庭支援センター「たっち」と連携型の子育て世代包括支援センターを設置し妊娠期からの支援を充実させる。また、新た
に国が提示している産後ケアなど母子を支援するサービスについて導入が可能か検討していく。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

３〜４か月児、１歳６か月
児、３歳児健診の受診率は
高水準である。
定期予防接種の全体の平均
接種率も高水準である。

３〜４か月児、１歳６か月
児、３歳児健診の受診率は
高水準である。
定期予防接種の全体の平均
接種率も高水準である。
予防接種の安全な管理と接
種漏れの防止のために、予
防接種モバイルサービスを
導入した。

各種検診の受診率、定期予
防接種の平均接種率も高水
準を維持。新たなB型肝炎
ワクチン定期予防接種はH
Pや予防接種モバイルサー
ビスを活用し滞ることなく
、他の予防接種と共に安全
に実施することができた。
新たな親子グループの事業
計画を作成した。

　各種健診、定期予防接種
の平均接種率も高水準を維
持。また、妊娠期からの切
れ目の無い支援を充実させ
る為、子育て支援課と子育
て世代包括支援センターの
設置準備をおこなった。発
達支援のための親子グルー
プを新たに実施した。

予防接種法の改正により、
定期予防接種の種類が増え
ていることから、予防接種
の安全な管理に取り組むこ
とが必要である。

予防接種法の改正により、
28年度も定期接種が増える
ことから、引続き予防接種
の安全な管理に取り組む必
要がある。
発達支援を要する乳幼児の
増加や、保護者の養育力の
低下が課題であり、発達支
援体制、養育支援体制の充
実が必要である。

引続き予防接種の安全な管
理に取り組む必要がある。
新たな親子グループを実施
し発達支援体制、養育支援
体制を充実していくことが
必要である。

　引続き予防接種の安全な
管理に取り組む必要がある
。医療も含めた発達支援体
制を充実させていくことが
必要である。
　



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

母子健康づくり支援事業

福祉保健部 健康推進課

主要な事務事業

1,114,272

○保育相談○親と子の歯み
がき教室○母子保健相談○
母子栄養強化食品○1歳6か
月児健診○妊婦健診○産婦
乳児健診○3歳児健診○乳
幼児発達健診○新生児･妊
産婦訪問○里帰り妊婦健康
診査補助金○予防歯科指導
事業
年間計画により実施

○保育相談○親と子の歯み
がき教室○母子保健相談○
母子栄養強化食品○1歳6か
月児健診○妊婦健診○産婦
乳児健診○3歳児健診○乳
幼児発達健診○新生児･妊
産婦訪問○里帰り妊婦健康
診査補助金○予防歯科指導
事業
年間計画により実施

○保育相談○親と子の歯み
がき教室○母子保健相談○
母子栄養強化食品○1歳6か
月児健診○妊婦健診○産婦
乳児健診○3歳児健診○乳
幼児発達健診○新生児･妊
産婦訪問○里帰り妊婦健康
診査補助金○予防歯科指導
事業
年間計画により実施

○保育相談○親と子の歯み
がき教室○母子保健相談○
母子栄養強化食品○1歳6か
月児健診○妊婦健診○産婦
乳児健診○3歳児健診○乳
幼児発達健診○新生児･妊
産婦訪問○里帰り妊婦健康
診査補助金○予防歯科指導
事業
年間計画により実施

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

各事業とも年間を通じて安
定的に実施されている。高
い利用率があり、順調に進
捗している。

各事業とも年間を通じて実
施されており、高い利用率
を維持しており、順調に進
捗している。

各事業とも年間を通じて実
施されており、高い利用率
を維持しており、順調に進
捗している。

　各事業とも年間を通じて
実施されており、高い利用
率を維持している。また子
育て世代包括支援センター
開設準備も行い、順調に進
捗している。

乳幼児予防接種事業

福祉保健部 健康推進課

主要な事務事業

1,600,000

予防接種法に基づき実施す
る
○定期予防接種
ヒブ・小児用肺炎球菌、Ｂ
ＣＧ,三種混合,四種混合、
二種混合、麻しん風しん、
日本脳炎、ポリオ、水痘、
子宮頚がん○予防接種事故
調査会(必要時開催）　

予防接種法に基づき実施す
る
○定期予防接種
ヒブ・小児用肺炎球菌、Ｂ
ＣＧ,三種混合,四種混合、
二種混合、麻しん風しん、
日本脳炎、ポリオ、水痘、
子宮頚がん○予防接種事故
調査会(必要時開催）　

予防接種法に基づき実施す
る
○定期予防接種
ヒブ・小児用肺炎球菌、Ｂ
ＣＧ,三種混合,四種混合、
二種混合、麻しん風しん、
日本脳炎、ポリオ、水痘、
子宮頚がん○予防接種事故
調査会(必要時開催）　

予防接種法に基づき実施す
る
○定期予防接種
ヒブ・小児用肺炎球菌、Ｂ
ＣＧ,三種混合,四種混合、
二種混合、麻しん風しん、
日本脳炎、ポリオ、水痘、
子宮頚がん○予防接種事故
調査会(必要時開催）　

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

各予防接種とも高い接種率
で推移している。安全な接
種の実施について医師会等
の協力を得て順調に事業が
管理できている。

各予防接種とも高い接種率
で推移している。安全な接
種の実施については、医師
会等の協力のほか、予防接
種ﾓﾊﾞｲﾙｻｰﾋﾞｽなどの導入を
実施して、順調に管理する
ことができた。

各予防接種とも高い接種率
で推移している。安全な接
種の実施については、医師
会等の協力のほか、予防接
種ﾓﾊﾞｲﾙｻｰﾋﾞｽに外国語対応
も導入し利便性を向上させ
順調に管理することができ
た。

　各予防接種とも高い接種
率で推移している。
　医師会等の協力や、予防
接種ﾓﾊﾞｲﾙｻｰﾋﾞｽ利用により
、安全な接種の実施ができ
、順調に管理することがで
きた。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 母子健康づくり支援事業 20 301,283,000 276,273,659 299,329,000
妊婦健康診査により妊娠期の健康
管理を行い、乳幼児には適切な時
期に健診を行い発育発達を支援す

B 3 A B

2 妊産婦育児教室事業 30 2,421,000 2,278,515 2,545,000
妊婦等を対象にした母親学級、離
乳食教室等の実施により妊娠出産
育児、健全な乳幼児の発育を支援

B 1 B B

3 養育医療給付事業 10 17,191,000 12,175,476 17,574,000
医師が入院の必要を認めた１歳未
満の未熟児の医療費を世帯の所得
に応じて助成する。

B 2 B B

4 乳幼児予防接種事業 10 697,228,000 665,921,139 693,775,000
感染の恐れのある病気の発生及び
、まん延を予防するため、各種予
防接種を実施する

B 2 A A

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 1,018,123,000 956,648,789 1,013,223,000



基本目標

基本施策

達成率

指標の分析

実　績

決 算 額

予 算 現 額

当 初 予 算 額

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

執 行 率

間 接 経 費

職 員 人 件 費

（間接経費）

実　績

達成率

実　績

実　績

達成率

実　績

達成率

指標名
基準値

（単位）

実績の推移

目標値

（単位：円、人）２　事業費・人件費等の推移

嘱 託 員 数

実　績

嘱 託 員 人 件 費

市 債

（事業費）

（人件費）

職 員 数

１　施策の名称・めざす姿

施 策 評 価 シ ー ト

３　指標実績の推移等

達成率

達成率

総 コ ス ト

記 載 年 月

対 象 年 度

め ざ す 姿

施 策 名

総 合 計 画

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主担当部課名

平成30年9月

平成29年度
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003 疾病予防対策の充実

Ⅰ 人と人とが支え合い幸せを感じるまち（健康・福祉）

01 健康づくりの推進
福祉保健部 健康推進課

　各種健（検）診事業を通して、生活習慣病やがんをはじめとした疾患などの早期発見の機会が提供され、結果に応じて医療機関
への受診をはじめとした必要な健康指導が行われています。
　また、健康管理に関する正しい知識や、健康についての認識を自覚し、充実した生活を行っています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

定期健診受診率は、受診の重要性について様々な手段で周知した効果が出た結果、計画値を上回る実績となった。また、がん検診受診率は目標値に
は達していないが、向上しており、健康応援ガイドの全戸配布によるがん検診のお知らせに効果が出てきていると考えている。

885,045,000 688,733,000 694,121,000 712,828,000 696,948,000 660,938,000

37,865,000 12,372,000 13,310,000 570,000 5,523,000 10,270,000

151,436,000 58,214,000 61,243,000 78,242,000 73,922,000 61,432,000

0 0 0 0 0 0

2,358,000 2,462,000 2,479,000 2,795,000 2,839,000 12,985,000

693,386,000 615,685,000 617,089,000 631,221,000 614,664,000 576,251,000

667,355,000 680,243,000 678,063,000 671,018,000 665,048,000 0

614,855,844 643,313,733 642,622,999 642,595,193 639,958,643 0

22,706,000 10,558,000 4,080,000 940,000 4,568,000 0

45,846,000 66,399,950 69,765,050 73,223,421 60,903,199 0

0 0 0 0 0 0

2,287,722 2,373,453 2,403,273 2,689,160 2,700,800 0

544,016,122 563,982,330 566,374,676 565,742,612 571,786,644 0

92.1 94.6 94.8 95.8 96.2 0.0

13.17 12.54 11.50 8.04 9.05 0.00

105,240,046 95,480,603 89,599,295 62,669,865 69,500,408 0

0.05 0.00 0.20 0.50 0.50 0.00

161,904 0 653,897 1,608,829 1,560,200 0

1,427,846 1,498,970 1,388,519 1,188,275 1,106,992 0

721,685,640 740,293,306 734,264,709 708,062,162 712,126,243 0

①定期健（検）診受診率

25.6

％

28.3 28.7 29 29.2

101.1 102.5 103.6 104.3

28

②がん検診受診率

7.4

％

6.42 11.78 8.2 13.26

42.8 78.5 54.7 88.4

15



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況

003　疾病予防対策の充実
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定期健診受診率は、受診の重要性について様々な手段で周知した効果が出た結果、計画値を上回る実績となった。また、がん検診受診率は目標値に
は達していないが、向上しており、健康応援ガイドの全戸配布によるがん検診のお知らせに効果が出てきていると考えている。

健康増進法に基づく指針に従って実施するがん検診（胃がん・子宮がん・乳がん・大腸がん・肺がん）及び任意検診として喉頭がん・前立腺がん検
診を実施。平成28年度から検診費用の一部有料化を開始した他、申込方法を改善し、複数がん検診の同日実施を開始した。健康診査事業は、成人健
康診査、若年層健康診査等を実施。歯科健康診査事業は、成人歯科健診を実施。一般健診は、受診率が増加し、健康づくりの入口である、早期発見
の重要性が市民に浸透してきている。成人歯科健診は、結果の総合判定で健康と判定される数が増加しており、市民の口腔の健康が向上してきてい
る。
感染症予防事業については、感染症の発生・拡大に備え「府中市新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき、新型インフルエンザ等対策に係る
「住民接種図上訓練」を実施した。
狂犬病予防事業は、狂犬病予防法に基づき適切な飼い犬の登録等を実施するほか、狂犬病予防注射の実施に係る啓発を行った。昭和52年保健センタ
ー開設以来、狂犬病の発生件数は0件である。

受診率向上のための受診勧奨としては直接通知をすることが効果的であることから、特定の年齢に受診券を送付しているが、送付内容を精査してさ
らなる受診率向上が図れる取組にする必要がある。
感染症予防では、新型インフルエンザ等対策のうち、全住民を対象とした臨時接種に関する取組みを更に進める必要がある。
狂犬病予防注射は、かかりつけ獣医で個別注射を行う飼い主が増加している。

東京都から、指針に基づく検診の実施が求められており、任意のがん検診については、今後の方向性について検討を進める。その他の５つのがん検
診は、更なる受診率の向上を図る。
新型インフルエンザ等対策については、住民接種実施時に必要となる資機材の整備計画を策定する。
狂犬病予防注射については、現在集合注射方式で実施しているが、利用者が年々減少しているため、集合注射方式の見直しを行う必要がある。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

前年度と比較して、５がん
検診では、子宮がん、乳が
ん、大腸がん、肺がんの受
診者数が増加し、要精密検
査やがんが発見される市民
の数が増えることで、早期
発見につながっている。

（指標の実績出典は、27年
版「北多摩南部保健医療圏
保健医療福祉データ集」）
受診率が上がり、早期発見
につなげられる。

一般健診の受診率は順調に
上がっている。市民の定期
的な健康状態のチェックに
つながっている。

一般健診、がん検診ともに
受診率は向上している。

がん検診では、受診者数が
増加していない検診がある
こと、また受診率が全体的
に低くとどまっていること
が課題である。

各健（検）診の全体的な受
診率向上が課題である。

がん検診の受診率（平均）
は目標値に届いていない。

がん検診の受診率は向上し
てはいるが、国が求める目
標値には届いていない。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

健康診査事業

福祉保健部 健康推進課

主要な事務事業

1,458,320

成人健康診査、若年層健康
診査、人間ドック受診料助
成事業

成人健康診査、若年層健康
診査、人間ドック受診料助
成事業

成人健康診査、若年層健康
診査、人間ドック受診料助
成事業

成人健康診査、若年層健康
診査、人間ドック受診料助
成事業

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

成人・若年層健診は、受診
者に対する周知を進め、受
診率が増加しており、今後
も引き続き事業周知を進め
ていく。

成人・若年層健診は、受診
者に対する周知を進め、受
診率が増加しており、今後
も引き続き事業周知を進め
ていく。

重症化予防の観点が特に重
要であり、成人・若年層健
診は受診率向上のために周
知を進める。

重症化予防の観点が特に重
要であり、各健診とも受診
率向上のために周知を進め
る。

各種疾病検診事業

福祉保健部 健康推進課

主要な事務事業

633,704

肝炎ウイルス検診、胃がん
検診、子宮がん検診、乳が
ん検診、大腸がん検診、肺
がん検診、喉頭がん検診

肝炎ウイルス検診、胃がん
検診、子宮がん検診、乳が
ん検診、大腸がん検診、肺
がん検診、喉頭がん検診、
前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診、胃がん
検診、子宮がん検診、乳が
ん検診、大腸がん検診、肺
がん検診、喉頭がん検診、
前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診、胃がん
検診、子宮がん検診、乳が
ん検診、大腸がん検診、肺
がん検診、喉頭がん検診、
前立腺がん検診

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

各種がん検診は、目標の受
診率には届かないが、概ね
受診率が増加しており、引
き続き事業の周知に力を入
れていく必要がある。

各種がん検診は、目標の受
診率には届かないが、概ね
受診率が増加しており、引
き続き事業の周知に力を入
れていく必要がある。（平
成27年度から新たに前立腺
がん検診についても取組を
開始した。）

各種がん検診は、目標の受
診率には届かないが、受診
環境整備のために申込用紙
をはさんだ健康応援ガイド
の全戸配布を開始しており
、申込者数の増加につなが
ると考えている。

各種がん検診は、目標の受
診率には届かないが、全体
的に受診率は向上した。引
き続き受診率の向上に努め
るとともに、精度管理の向
上にも取り組む必要がある
。

歯科検診事業

福祉保健部 健康推進課

主要な事務事業

493,920

成人歯科健康診査、歯と口
の健康週間普及・啓発事業

成人歯科健康診査、歯と口
の健康週間普及・啓発事業

成人歯科健康診査、歯と口
の健康週間普及・啓発事業

成人歯科健康診査、歯と口
の健康週間普及・啓発事業

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

成人歯科健診は、申込者数
が増加しており、健診受診
の意識を高めていくことが
できている。

成人歯科健診は、申込者数
が増加しており、健診受診
の意識を高めていくことが
できている。

受診者数は減少したが、申
込み率は上がっていること
から、自身の歯と口の健康
への関心は高まっていると
考えている。

成人歯科健康診査は、受診
者に占める、健康の総合判
定結果を受ける人の割合は
少しずつではあるが増えて
おり、健診の受診を機には
と口の健康づくりに取り組
む人が増えていると考えら
れる。
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業
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 感染症予防事業 20 7,377,000 3,258,127 4,790,000
感染症発生時の患者宅等の消毒。
新型インフルエンザ等に係る対策
の実施。

B 2 A B

2 狂犬病予防事業 10 2,838,000 2,700,899 2,855,000 飼い犬の登録事務及び狂犬病予防
注射の実施

B 1 B C

3 健康診査事業 20 400,692,000 376,324,513 372,543,000
生活習慣病予防などのため成人健
康診査、若年層健康診査、健診後
保健指導、人間ドック助成を実施

B 1 A A

4 各種疾病検診事業 10 178,019,000 161,927,271 176,452,000
肝炎ウイルス検診、胃がん検診、
子宮がん検診、乳がん検診、大腸
がん検診、肺がん検診、喉頭がん

B 1 A B

5 歯科検診事業 20 108,022,000 95,747,833 104,298,000
成人歯科健康診査を実施し、歯と
口腔の機能の保持に努め、歯の喪
失の防止を図る

B 1 A B

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 696,948,000 639,958,643 660,938,000
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基本施策

達成率

指標の分析
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実　績

実　績

達成率

実　績
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主担当部課名

平成30年9月

平成29年度
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004 地域医療体制の整備

Ⅰ 人と人とが支え合い幸せを感じるまち（健康・福祉）

01 健康づくりの推進
福祉保健部 健康推進課

市民は、「かかりつけ医」を持つとともに、休日・夜間や災害発生時などにおいても適切な医療サービスを受けることができる環
境が整っています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

安心して医療を受けることができると感じている市民の割合は目標値45%に対し73%と高い評価となっている。ＧＷ・年末年始等、医療機関が長期休
業となる時期に、受診可能医療機関の情報を適宜提供していることが高評価につながったと分析している。
休日・夜間診療の実施体制についても、計画どおり実施できている。

83,564,000 83,987,000 84,406,000 83,892,000 84,963,000 86,316,000

0 0 0 0 0 0

11,310,000 11,315,000 11,310,000 11,310,000 11,520,000 11,625,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

72,254,000 72,672,000 73,096,000 72,582,000 73,443,000 74,691,000

83,564,000 84,531,000 84,406,000 83,892,000 84,963,000 0

83,500,037 84,366,363 84,117,370 83,811,410 84,614,246 0

0 0 0 0 0 0

11,315,000 11,310,000 11,310,000 11,310,000 11,420,000 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

72,185,037 73,056,363 72,807,370 72,501,410 73,194,246 0

99.9 99.8 99.7 99.9 99.6 0.0

1.57 1.19 1.10 1.11 1.61 0.00

12,528,577 9,054,195 8,570,367 8,617,106 12,355,628 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0 0 0 0 0 0

169,337 142,143 130,544 153,823 186,492 0

96,197,951 93,562,701 92,818,281 92,582,339 97,156,366 0

①安心して医療を受けることがで
きると感じている市民の割合

42.7

％

73 73 73 77.2

162.2 162.2 162.2 171.6

45

②保健センターでの休日・夜間診
療の実施体制

100

％

100 100 100 100

100.0 100.0 100.0 100.0

100



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況
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安心して医療を受けることができると感じている市民の割合は目標値45%に対し73%と高い評価となっている。ＧＷ・年末年始等、医療機関が長期休
業となる時期に、受診可能医療機関の情報を適宜提供していることが高評価につながったと分析している。
休日・夜間診療の実施体制についても、計画どおり実施できている。

平成２９年度は、夜間診療（医科）３６５日・４，４８５人、休日診療（医科）７２日・６，０９７人、休日診療（歯科）７２日・２８２人の利用
者があった。
歯科医療連携推進事業では、障害者・在宅要介護者等の方で、通院などで歯科治療を受けることが困難な方を対象に、「かかりつけ歯科医」を紹介
する事業を実施。そのほか、摂食・嚥下機能支援相談の受付や関係機関向け研修会を実施した。歯科医療連携事業は、平成２５年度から摂食・嚥下
機能支援相談の仕組みを開始し、「ごっくんパス」という、歯科医療のみならず、医科、介護等の多様な主体が支援するツールの浸透に努めている
。

休日・夜間の診療時間延長を望む声もあるが、医師の確保が課題となる。

市民が安心して医療を受けられるよう、現行の事業を維持していく。
摂食・嚥下機能支援事業として、ごっくんパスの周知をさらに進めていく。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

休日・夜間における、適切
な医療サービスを提供する
環境は整備されている。ま
た、ごっくんパスを活用し
て、地域の歯科医療と専門
医の連携を推進している。

休日・夜間における、適切
な医療サービスを提供する
環境は整備されている。
ごっくんパスを活用した歯
科医療連携にも引続き取組
んでいる。

休日・夜間における、適切
な医療サービスを提供する
環境は整備されている。か
かりつけ歯科医の紹介希望
者は年々増加し、制度の周
知は進んでいる。

休日・夜間における、適切
な医療サービスを提供する
環境は整備されている。か
かりつけ歯科医の紹介希望
者は年々増加し、制度の周
知は進んでいる。

歯科医療連携を充実するた
めには、歯科と医科の連携
が重要であるが、まだ十分
に推進できていない。

歯科医療連携の推進におい
ては、歯科と医科との連携
はまだ不十分である。
引続き連携に取組むことが
必要である。

歯科医療連携事業について
、介護事業所や訪問看護者
からの問合せが増えてきた
ことから認知度は上がった
と思われるが、さらに活用
されるように取り組む必要
がある。

歯科医療連携事業について
、介護事業所や訪問看護者
からの問合せが増えてきた
ことから認知度は上がった
と思われるが、さらに活用
されるように取り組む必要
がある。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理

004　地域医療体制の整備

- 3 -

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

休日・夜間診療事業

福祉保健部 健康推進課

主要な事務事業

320,428

保健センターにおいて、夜
間診療（医科）、休日診療
（医科・歯科）を実施する
。

保健センターにおいて、夜
間診療（医科）、休日診療
（医科・歯科）を実施する
。

保健センターにおいて、夜
間診療（医科）、休日診療
（医科・歯科）を実施する
。

保健センターにおいて、夜
間診療（医科）、休日診療
（医科・歯科）を実施する
。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

休日・夜間診療については
、適切な医療サービスを提
供する環境が整っている。

休日・夜間診療については
、適切な医療サービスを提
供する環境が整っている。

休日・夜間診療については
、適切な医療サービスを提
供する環境が整っている。

保健センターにおいて、夜
間診療（医科）、休日診療
（医科・歯科）を実施する
。

歯科医療連携推進事業

福祉保健部 健康推進課

主要な事務事業

17,532

歯科医療連携推進事業（か
かりつけ歯科医紹介）、摂
食・嚥下機能支援相談、摂
食・嚥下機能に関する研修
会、歯と口の健康相談にお
ける摂食・嚥下機能相談実
施

歯科医療連携推進事業（か
かりつけ歯科医紹介）、摂
食・嚥下機能支援相談、摂
食・嚥下機能に関する研修
会、歯と口の健康相談にお
ける摂食・嚥下機能相談実
施

歯科医療連携推進事業（か
かりつけ歯科医紹介）、摂
食・嚥下機能支援相談、摂
食・嚥下機能に関する研修
会、歯と口の健康相談にお
ける摂食・嚥下機能相談実
施

歯科医療連携推進事業（か
かりつけ歯科医紹介）、摂
食・嚥下機能支援相談、摂
食・嚥下機能に関する研修
会、歯と口の健康相談にお
ける摂食・嚥下機能相談実
施

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

歯科医療連携事業について
は、主に在宅で歯科診療を
受けられる環境づくりを進
めており、必要なサービス
が提供できているが、さら
に広く事業実施について周
知していく。

歯科医療連携事業について
は、主に在宅で歯科診療を
受けられる環境づくりを進
めており、必要なサービス
が提供できているが、さら
に広く事業実施について周
知していく。

歯科医療連携事業について
は、主に在宅で歯科診療を
受けられる環境づくりを進
めており、必要なサービス
が提供できているが、さら
に広く事業実施について周
知していく。

歯科医療連携事業について
は、主に在宅で歯科診療を
受けられる環境づくりを進
めており、在宅療養の関係
者にさらに広く事業を周知
していく。
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７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 休日・夜間診療事業 30 80,696,000 80,614,664 81,775,000 休日・夜間など多くの医療機関が
休診となる時期に応急診療を行う

B 1 A B

2 歯科医療連携推進事業 30 3,847,000 3,779,582 3,911,000
障害者、在宅要介護者等、自身で
歯科治療を受けることが困難な人
にかかりつけ歯科医を紹介する

B 1 A A

3 骨髄移植ドナー支援事業 30 420,000 220,000 630,000
骨髄・末梢血幹細胞を提供した市
民と従事する事業所等に対する助
成

B 1 B B

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 84,963,000 84,614,246 86,316,000



基本目標

基本施策

達成率

指標の分析

実　績

決 算 額

予 算 現 額

当 初 予 算 額

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

執 行 率

間 接 経 費

職 員 人 件 費

（間接経費）

実　績

達成率

実　績

実　績

達成率

実　績

達成率

指標名
基準値

（単位）

実績の推移

目標値

（単位：円、人）２　事業費・人件費等の推移

嘱 託 員 数

実　績

嘱 託 員 人 件 費

市 債

（事業費）

（人件費）

職 員 数

１　施策の名称・めざす姿

施 策 評 価 シ ー ト

３　指標実績の推移等

達成率

達成率

総 コ ス ト

記 載 年 月

対 象 年 度

め ざ す 姿

施 策 名

総 合 計 画

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主担当部課名

平成30年9月

平成29年度

- 1 -

005 保養機会の提供

Ⅰ 人と人とが支え合い幸せを感じるまち（健康・福祉）

01 健康づくりの推進
生活環境部 住宅勤労課

魅力ある市民保養所の運営に努め、市民に休養の場を提供することにより、心身のリフレッシュや健康増進が図られています。

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

H29年度

平成２７年度については、平成２５年度並みに落ち着いた。平成２６年度は大規模修繕有。
団体利用が減少する一方、少人数の利用が微増傾向にあるため、部屋の稼働率は上がっている。

70,702,000 181,910,000 60,267,000 59,935,000 60,205,000 58,991,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 100,000,000 0 0 0 200,000

70,702,000 81,910,000 60,267,000 59,935,000 60,205,000 58,791,000

70,702,000 181,910,000 60,267,000 59,935,000 60,205,000 0

67,174,455 178,939,143 58,825,969 58,865,487 58,913,575 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

67,174,455 178,939,143 58,825,969 58,865,487 58,913,575 0

95.0 98.4 97.6 98.2 97.9 0.0

0.59 0.39 0.39 0.40 0.40 0.00

4,715,497 2,969,364 3,038,585 3,117,001 3,072,650 0

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0 0 0 0 0 0

92,774 78,643 77,101 69,124 18,676 0

71,982,726 181,987,150 61,941,655 62,051,612 62,004,901 0

①保養所の利用率

34.5

％

30.5 33.9 33.6 34

69.6 77.4 76.7 77.6

43.8

②保養所の稼働率

41.2

％

36.6 41.5 44.3 43.6

78.7 89.2 95.3 93.8

46.5



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況

005　保養機会の提供
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平成２７年度については、平成２５年度並みに落ち着いた。平成２６年度は大規模修繕有。
団体利用が減少する一方、少人数の利用が微増傾向にあるため、部屋の稼働率は上がっている。

・市民保養所やちほへ平成２０年４月から指定管理者制度を導入し、保養所に民間業者のノウハウを取り入れ魅力のある保養所の管理・運営を行っ
た。（平成２５年４月から２期目）
・指定管理者制度の導入により、経費の削減とサービスの向上に効果があった。
・指定管理者制度の導入に伴って、閑散期の利用拡大を図るため、祝祭日と土曜日を除く冬季料金を設定したほか、市内在勤者及び市外の方の利用
料金の引き下げを行った。
・予約申込みの方法については、予約専用フリーダイヤルやインターネットにより、予約ができる。

利用者数が伸び悩んでいるため、地域の特性を活かした自主事業の実施や積極的なＰＲ活動を展開することで利用者の拡大を図っていく必要がある
。
市民保養所開設後約３０年が経過しているため、施設の改修や設備の交換が必要となっており、平成２６年度には大規模修繕を行った。第２次府中
市公共施設マネジメント推進プランにおけるモデル事業として、「宿泊機能・サービスの今後の在り方」の検討がされることになっている。

市民の心身のリフレッシュや健康増進を図る魅力ある市民保養所として、安定的かつ質の高いサービス提供について、指定管理者に対して指導して
いく。市民の意見・要望を柔軟に取り入れたサービスの向上や姉妹都市である佐久穂町との連携・協働による事業展開、新規利用者を増やすよう効
果的な広報活動を行う。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

地域の特性を活かした自主
事業の実施で利用者の拡大
を図った。

地域の特性を活かした自主
事業の実施で利用者の拡大
を図った。

利用者の意見を取り入れる
など安定的で質の高いサー
ビスを提供し、利用者の拡
大を図った。
施設の効率的・効果的な施
設管理を行った。

利用者の意見を取り入れる
など安定的で質の高いサー
ビスを提供し、利用の拡大
を図った。宿泊者数及び利
用率は前年より微増となっ
た。
効率的・効果的な施設管理
を行った。

５ケ月休館期間があり、利
用率・稼働率の高い時期を
含んでいたこともあり、指
標の数値が伸び悩んだ。

地域の特性を活かした自主
事業の実施で利用者の拡大
を図っているが、横ばい傾
向にある。

積極的に自主事業の取り組
みを行っているものの利用
者の増加には至っていない
。
利用者の心身のリフレッシ
ュや健康増進を図るための
事業を充実する必要がある
。

より効果的なＰＲを工夫す
るとともに、利用者の心身
のリフレッシュや健康増進
を図るための事業を充実す
る必要がある。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理

005　保養機会の提供
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

やちほ管理運営事業

生活環境部 住宅勤労課

主要な事務事業

224,000

○市民保養所を指定管理者
により管理運営
　（更新２年目）
○保養所の小規模修繕につ
いては、指定管理者により
実施する。

○市民保養所を指定管理者
により管理運営　
　（更新３年目）
○保養所の小規模修繕につ
いては、指定管理者により
実施する。

○市民保養所を指定管理者
により管理運営　
　（更新４年目）
○保養所の小規模修繕につ
いては、指定管理者により
実施する。

○市民保養所を指定管理者
により管理運営　
　（更新５年目）
○保養所の小規模修繕につ
いては、指定管理者により
実施する。

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

やや遅れているが、概ね順
調

保養所の利用率・稼働率と
もに休館期間が５ケ月あり
平年と比較しにくい。
経済情勢などの影響もあり
利用状況が横ばい傾向にあ
るため、ＰＲを拡大し、利
用者の増加を目指す。

経済情勢などの影響もあり
利用状況が横ばい傾向にあ
るため、ＰＲを拡大し、利
用者の増加を目指す。

市民の心身のリフレッシュ
や健康増進を図る市民保養
所としての役割を果たすた
め、利用者の増加を目指す
必要がある。

市民の心身のリフレッシュ
や健康増進を図る市民保養
所として、前年度を上回る
利用実績があった。
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事務事業
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重
要
度
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業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H29年度 H30年度H29年度 H30年度

1 やちほ管理運営事業 30 60,205,000 58,913,575 58,991,000 市民保養所の管理及び運営 B 1 B B

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 60,205,000 58,913,575 58,991,000


